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   令和６年５月 24 日 

 

 

県立岩瀬高等学校衛生看護科 

  令和６年度 第５３回戴帽式を実施します 

 

   

本校は、県立高校で唯一の５年一貫の看護師養成学科を有しています。 

病院実習が本格的に始まる前に、看護師への道を確実に歩んでいく決意と
覚悟を示すため、下記のとおり戴帽式を実施します。 

ぜひ、御取材をお願いします。 

 

記 

 

１ 日 時   令和６年６月７日(金) 14：00～15：00 

 

２ 場 所   県立岩瀬高等学校 体育館 （桜川市岩瀬 1511－1） 

 

３ 戴帽生   衛生看護科３年生 ３７名（男子４名、女子３３名） 

 
４ 戴帽の儀  戴帽・ナイチンゲール誓詞・キャンドル灯火 

  

５ 戴帽式の意義 

今後、看護師として高度な知識と技術を求めつつ、ナイチンゲールが示 
した「看護の本質」や看護師としての高潔な品性を生徒一人一人が心に 
刻むことを目的としています。 

 
６ その他  

御取材にお越しの際は、前日までに御連絡のうえ、13:45 までに体育館受付
に 

御来校願います。 
 

（参考） 

・ 戴帽式(Capping-Ceremony)は、中世ヨーロッパの修道院において修道女が神に仕えることを誓

う儀式に由来するといわれ、近代以降、看護師養成においてナイチンゲールの精神を受け継ぐた

めの儀式として発展しました。わが国では、慈恵看護専門学校(明治 18 年創設)で、布を渡し手

製の帽子として被ることを許可したこと、聖路加高等看護学校(大正 9 年創設)で戴帽が行われた

ことが知られています。 

・ 現在行われている戴帽式は、GHQ の指導のもとで昭和 22 年 10 月に日赤看護専門学校において

戴帽とキャンドルサービスなどの儀式が行われ、それを見学した人々が各地に伝えたものといわ

れています。 

・ 戴帽式は、看護師という職業を選び、看護の基礎を習得した学生が、ナースキャップを戴く儀

式です。そして、「ナイチンゲール誓詞」を唱え、高潔な看護師になることを誓います。 

 

 【お問合せ先】 
県立岩瀬高等学校  

衛生看護科 教頭 渡邉 英信  

TEL  ：0296-75-2475   
E-mail：watanabe.hidenobu@post.ibk.ed.jp 


